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１ はじめに  
 高度経済成長の進行とともに、都市に残る

近代建築の保存は重要な課題となった。1965

年、愛知県犬山市で近代建築を移築して保存

する「博物館明治村」が開設され、このころ

から新しい保存法を伴った近代建築が次々と

現れる。煉瓦造の構造体を補強して美術館・

工芸館に転用した東京国立近代美術館・工芸

館(1977年)、外壁だけを残して内部を改修し

た京都中京郵便局(1978年)、建物を一旦取り

壊し、外壁だけを修復して新しいカーテン・

ウォールと並存させた日本火災海上横浜ビル

(1989年)などである。 

1996年には登録有形文化財制度がスタート

し、各地方都市で歴史構造物が地域活性化の

拠点として位置づけられるようになった。都

心では近代建築の保存がトレンドとなり、主

に外壁保存の日本工業倶楽部会館(2004年)な

どが生まれ変わった。21 世紀に入ると、歴史

建築の保存法が多様化する一方で、近代建築

を取り壊してから新しい材料で再建するレプ

リカ保存などが現れるなど、保存の問題も 1

つの転換期を迎えている。 

そこで本稿では日本建築学会が提出してき

た保存要望書リストをもとに要望書自体に対

する回答率から、建造物の残存率や保存状況、

要望書と重要文化財の登録・指定の相互関係

を追って考察する。 

 
２ 保存要望書の提出数から見た変遷 
日本建築学会では1962年(昭和37)08月15日

「旧札幌郵便局庁舎建物保存運動支援の要望

書」をはじめとして、これまで1962年(昭和37)

から2006年(平成18)の45年の間に約100件(再

要望・提出保留も含む)の保存要望書を国や各

地方公共団体、学校・企業・個人等に対し提

出してきている。 
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初めて日本建築学会から保存要望書が提出さ

れた1962年は日本では高度経済成長期の幕開

けの時期であった。1960・1970年代の18年間

に提出された帝国ホテル旧館や東京芸術大学

奏楽堂を含む保存要望書は12件とわずかだっ

たが1980年代には27件(例：旧大同生命金沢支

社・旧根岸競馬場スタンド建築)、1990年代に

は29件(例：丸の内ビルディング・東京都復興

記念館)と急増しており、2000年から2006年に

かけてはすでに30件提出されている(例：同潤

会青山アパートメントハウス・歌舞伎座)。こ

れらのデータより1980年代から積極的に保存

要望書が提出され始め、現在まで増え続けて

いることがわかる。(グラフ１参照) また年代

により各地方の提出数は大きく異なる。保存

要望書の提出が多く見られるのは近代建築が

多数存在する関東・近畿地方である。各地方

別の変遷で見ると、特に80年代以降は急激に

提出数が増加しており、90年代は有形文化財

が制度化されたことにより地方も提出数が目
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立って伸びている。また2000年代の関東地方は他

の地方より群を抜いていることがわかる。(グラフ

２参照) 

 

3 保存要望書による国の文化財指定と保存傾向 

 次に保存要望書が提出され、その前後に文化財

の指定・登録された建物の現在の管理状況につい

て見ていくこととする。 

保存要望書が提出された建造物99件のうち、すで

に指定・登録された建物は19件である。(表１参

照)また19件のうち提出前に指定・登録された建

物は6件だった。 

●指定・登録された建造物： 

99件中19件中→19％ 

うち重要文化財9件 

登録有形文化財7件 

                     史跡名勝記念物3件 

●保存要望書提出前に 

指定・登録された建造物：19件中6件→32％ 

 
提出年月日 指定・登録 登録時期
1967年05月26日帝国ホテル旧館 登録有形文化財 原簿記載年月日：2004.02.17

官報告示年月日：2004.03.04
1967年12月25日平城宮跡 史跡名勝記念物 指定年月日：1922.10.12
1979年10月16日東京芸術大学奏楽堂 国宝・重要文化財 指定年月日：1988.01.13
1986年09月10日旧鹿児島刑務所正門 登録有形文化財 原簿記載年月日：1998.12.11

官報告示年月日：1998.12.25
1987年12月11日東京駅丸の内口本屋 国宝・重要文化財 指定年月日：2003.05

1989年12月13日大阪市中央公会堂 国宝・重要文化財 　　　指定年月日：2002.12

1993年04月19日旧岩崎久弥邸 国宝・重要文化財 指定年月日：1961.12.28
1993年12月22日自由学園朝日館 国宝・重要文化財 指定年月日：1997.05.29

1994年07月20日旧富山県立農学校
本館(巌浄閣)

国指定重要文化財 指定年月日：1997.05.29

1994年07月20日現石川県庁舎 登録有形文化財 原簿記載年月日：1997.12.12
官報告示年月日：1998.01.08

1995年05月26日海岸ビル 登録有形文化財 原簿記載年月日：1998.12.11
官報告示年月日：1998.12.25

1997年10月22日誠之堂 国指定重要文化財 指定年月日：2003.05.30

1998年12月18日旧第一勧業銀行
熊本支店

登録有形文化財 原簿記載年月日：1998.09.02
官報告示年月日：1998.09.25

2003年05月12日国際文化会館 登録有形文化財 原簿記載年月日：2006.08.03
官報告示年月日：2006.08.24

2006年04月18日歌舞伎座 登録有形文化財 原簿記載年月日：2002.02.14
官報告示年月日：2002.03.12

表１ 文化財に指定・登録されたものの一例 

 

上記の表１は登録・指定されたものの一部であ

る。 

文化財に登録された建造物の中でも、その保存方

法は様々である。 

例えば、帝国ホテル旧館の解体は、関東大震災に

も耐えた貴重な建物であったこと、フランク・ロ

イド・ライトの日本における代表作品であること

から激しい反対運動もあった。しかし地盤沈下な

どの影響で柱が傾き雨漏りがする状況などから 

 

 1967年に取壊され、中央玄関部分のみが残され、

明治村へと移築保存されている。 

上記と同様に建物の一部分を移築保存している

のが、東京芸術大学奏楽堂である。建物の老朽

化が進んでいたこと、音楽の演奏形態の拡大等

に対応できなくなってきたことから1984年に解

体された。価値のセレクションにより、万民が

音楽という共通の目的を持って活用できるとい

う考えのもとコンサートホールとして奏楽堂が

残され、教育的部分である校舎は切り捨てられ

たのである。そして3年後の1987年に上野公園内

に移築され、現在は一般公開されている。 

海岸ビル(兵庫)は阪神淡路大震災の影響から全

壊認定を受けたために1998年に解体され、その

後同じ場所に新しく再建された高層ビルの低層

部に旧外壁を再構築した(ファサード保存)。 

大阪中央公会堂は1999年、度重なる改修により

創建当時の意匠が損なわれ、老朽化が進んだこ

とから保存再生工事に着手し、復原改修に加え

免震性能を与える等によって2002年に完成し

た。同年、公会堂建築物として西日本で初めて

国の重要文化財に指定された。 

第一銀行頭取であった渋沢栄一の喜寿を祝って

贈られたという誠之堂は聖マリア学園が管理し

ていた。しかし学園の施設拡充計画に伴い、取

り壊される事を懸念した渋沢栄一の生誕地であ

る埼玉県深谷市が、記念性を重視して譲り受け

た。移築には茶室の移築に用いられる「おおば

らし」を応用した日本初の煉瓦建築における移

築工法が用いられた。そして約2年の解体・復元

工事を経て、1999年移築復元が完成した。 

また文化財に登録された建造物でも完全にその

姿を消すものもある。それが今年2006年に建て

替えが決定された歌舞伎座である。歌舞伎座は

復興工事からすでに55年が経過しており、大都

市の劇場建築としての機能面における不備や耐

震強度における問題から解体されることになっ

た。 

●保存要望書提出後に解体された、あるいは解

体される予定にある建造物： 

19件中4件→21％ 

上記の結果より、文化財の指定・登録が決定し

たものについては保存される傾向にあることが

わかる。 

 



４ 保存要望書に対する回答と残存率 

国や各都道府県等に提出された約100件の要望

書のうち、文書として建築学会宛に回答されたも

のはわずか9件に留まっている。 

●要望書に対する回答率：99件中10件→10％ 

①旧根岸競馬場スタンド建築→現存 

米軍に接収されていたが1981年に解除され、国を

経て横浜市の管理下におかれている。昭和62年に

横浜市長宛に「建築博物館としての再利用・保存」

を要望したが、いまだ検討中である。また現存す

る１等スタンドは補強工事が行われ、周囲も公園

として整備された。現在、内部は公開されていな

い。 

②精華学園研修センター「眉山ホール」→解体 

③誠之堂・清風亭→現存 

埼玉県深谷市の要請により移築保存のため譲渡

された。両建築物は一般に公開され、深谷市の活

性化の中核的施設として活用されている。 

④東京三菱銀行京都支店→現存 

既に入口部分は閉鎖されており、今現在、現存し

ているといってもいつ解体という結論が出され

るかわからない状況である。 

⑤同潤会大塚女子アパートメントハウス→解体 

外壁の剥落等が生じ防護ネットを設置するなど

建物の劣化や内装設備の老朽化が著しく、耐震性

や防災性などの点からも建物の安全性を確保す

ることが極めて難しく、改修・活用していくため

には、建物安全対策費や内装設備の復旧費に多額

の費用を要する状態であった。結果、2003年に惜

しまれつつ解体された。 

⑥東京工業大学水力実験室→解体 

30年余りにわたり金属水銀による実験を行って

いたため、躰体を含め水銀汚染が進行しており、

解体撤去し処理しなければならない状況であっ

た。汚染部分のみを解体する方法も検討されたが

建物周囲の土壌汚染も判明し、平成15年に解体さ

れた。 

⑦国際文化会館→現存 

国の登録有形文化財である。 

⑧三井上高井戸運動場クラブハウス→解体 

躯体の一部・構成部材を移設し、再生させる予定。

⑨文化学院本館→解体 

⑩関東大震災復興事業の記念碑としての元町公

園および旧元町小学校→解体 

 

●回答された建造物の残存率: 

10件中4件→40％ 

上記の結果により地方公共団体によって管理さ

れることになった場合は保存される確率が高い

ことが伺える。学校や企業が管理している場合、

保存対象になる建物は老朽化が激しく改修費が

多額になる為、解体してしまったほうが経済的

に負担にならないと考えるケースがほとんどで

ある。以上のことから保存か解体かの決断の分

れ目は経済的な面に左右されると考えられる。

また現存と言っても必ずしも保存という方向に

向かっているとは限らない。 

むしろこの先の解体予定が決まらないまま、た

だ残っているというケースもある。このことか

らは保存要望が出されたとしても完全な形で保

存される確率は低いと考えられる。保存要望書

の受け取り方を年代で比較すると、1980年代に2

件、2000年代には7件と急激に増加していること

から昭和の時代よりも現代の日本は歴史的な建

物に対する意識の高さが伺われる。 

 

５ まとめ 

 保存要望書を提出することによる建築保存

の効果は有ると言える。しかし、保存要望書を

提出したからと言って、必ずしも保存が行われ

るという訳ではないのが現状である。また保存

方法も時代の移り変わりとともに、多様化して

建物本来の文化的価値を失う例も見られる。保

存方法については建物本来の価値ある保存方法

について、もう一度内容を考えるべきではない

だろうか。今後は保存方法等の中身についても

っと踏み込み、内容の盛り込んだ保存要望書の

提出が検討される必要がある。 
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提出年月日 現状 備考 回答書 回答年月日
1962年08月15日 旧札幌郵便局庁舎建物保存運動の支援の要望書 解体 1965移築(明治村)
1965年10月 姫路城周辺地区整備保存 に関する要望書 現存 史跡名勝記念物 進行中
1967年04月18日 橿原南大路線を藤原宮内裏外に変更し，藤原宮跡を史跡公園として保存する要 史跡名勝記念物

1967年05月26日 帝国ホテル旧館の保存要望書 解体 登録有形文化財 一部移築保存（明治村）

1967年12月25日 平城宮東院跡の保存 に関する要望書 史跡名勝記念物 発掘調査中・復元
1968年03月26日 三菱東九号館（三菱旧一号館）解体作業の即時中止 と保存に関する要望書 解体 一部保存(ファサード)

1973年11月02日 京都中央郵便局保存 に関する要望書 現存 重要文化財
1974年02月25日 中之島東部の景観 と歴史建造物の保存 に関する要望書 解体 一部保存(外観)
1974年03月02日 日本銀行大阪支店本館の保存 に関する要望書 改築 一部保存

1978年04月20日 名古屋高等裁判所庁舎の保存 に関する要望書 現存 名古屋市市政資料館 名古屋市市政資料館
1979年05月 「小樽運河保存要望書 」提出保留 現存 一部埋め立て
1979年10月16日 東京芸術大学奏楽堂の現地保存 に関する要望書 現存 コンサートホール

重要文化財
移築保存

1981年02月19日 三井銀行京都支店改築 に関する要望書 解体 銀行 一部保存
1981年02月19日 日本銀行松山支店改築 に関する要望書
1981年09月14日 旧大同生命金沢支社 (現金沢信用金庫 )の建物保存に関する要望書 解体 1984年に解体
1982年10月15日 横浜三井物産ビル(旧三井物産横浜支店 )の保存要望書 現存 横浜三井物産ビル 現横浜三井物産 ビル
1982年10月28日 赤穂高校旧本館の保存要望書 現存 移転(城外)
1983年03月22日 旧中野刑務所正門の保存 に関する要望書 現存 平和の森公園
1983年07月11日 旧中野刑務所十字房舎の保存 に関する要望書 解体？ 平和の森公園
1985年05月10日 国鉄二条駅本屋の保存 に関する要望書 移築 梅小路蒸気機関車館の玄

関
梅小路蒸気機関車館の玄関

1985年11月15日 御成小学校校舎の保存 に関する要望書 改築 旧校舎を継承
1986年07月29日 日本火災海上保険横浜支店建物保存 に関する要望書 現存 1989改築
1986年09月10日 旧鹿児島刑務所建造物保存 に関する要望書 解体 鹿児島アリーナ（正門のみ）

登録有形文化財
鹿児島アリーナ（正門のみ）

1987年02月23日 北海道大学理学部本館建物の保存 と活用に関する要望書 現存 博物館になる予定
1987年05月18日 神戸地方裁判所庁舎保存 に関する要望書 解体 一部保存(正面ファサード)
1987年07月15日 東京銀行協会建物保存 に関する要望書 解体 一部保存
1987年07月17日 旧根岸競馬場スタンド建築保存に関する要望書 現存 横浜市認定

歴史的建造物文化財
一部解体 有 1987年12月28日

1987年10月19日 聖路加国際病院建物保存 に関する要望書 改築 都・選定歴史的建造物 一部保存（チャペル）
1987年10月29日 北浜平和ビル保存に関する要望書 解体
1987年12月11日 東京駅丸の内口駅本屋の保存 に関する要望書 現存 重要文化財 復元保存計画
1987年12月15日 京都市健康保険組合直営保養所東山会館の保存 に関する要望書 現存
1988年10月28日 天理教いちれつ会館（旧奈良県庁舎）保存に関する要望書 現存
1988年12月18日 旧日本銀行松江支店建物保存 に関する要望書 現存 カラコロ工房として
1989年05月10日 中京青年の家（旧京都商工銀行本店 ）保存に関する要望書 現存
1989年08年15日 墨田区役所第一庁舎旧館の保存 に関する要望書 解体
1989年08月15日 アサヒビール吹田工場の移築保存 に関する要望書 解体 一部移設
1989年09月08日 静岡精華学園研修 センター「眉山ホール」に関する要望書 解体 有 1989年09月19日
1989年09月27日 千葉市役所中央地区市民 センター（旧川崎銀行千葉支店 ）の保存に関する要望 現存 千葉市指定文化財 市立美術館
1989年12月13日 大阪市中央公会堂の内部保存 に関する要望書 改修保存 重要文化財
1990年06月28日 東京急行電鉄東横線田園調布駅駅舎の保存 に関する要望書 現存 田園調布駅西口の旧駅舎
1990年07月19日 昭和シェル石油横浜ビルの保存に関する要望書 解体 一部保存(玄関部分)
1990年10月11日 国税庁醸造試験所酒類醸造工場の保存 に関する要望書
1990年12月27日 同志社女子中学校 ・高等学校静和館の保存 に関する要望書 現存 保存改修
1992年05月22日 二条駅本屋保存 に関する要望書 現存 京都市指定有形文化財 移築
1993年03月29日 旧琉球政府立法院議事堂及 び事務局棟保存に関する要望書 現存 事務局棟は解体
1993年04月19日 旧岩崎久弥邸の歴史的環境保存 に関する要望書 現存 重要文化財
1993年07月23日 佐賀県神埼町立小学校講堂の保存 に関する要望書 改築 防衛施設庁の補助 により
1993年07月27日 旧加能合同銀行 （現北国銀行武蔵辻支店）
1993年07月27日 中島商店社屋保存 に関する要望書 解体 中島→解体・移転
1993年08月19日 鎌倉市御成小学校校舎保存の再要望書 改築 旧校舎を継承
1993年12月22日 現栃木県庁舎の保存 に関する要望書 解体 一部移築保存
1993年12月22日 自由学園明日館の保存 に関する要望書 改修保存 重要文化財
1994年07月19日 北海道警察札幌方面中央警察署庁舎の保存 に関する要望書 新築された？
1994年07月20日 旧富山県立農学校本館 （現富山県立福野高等学校巖浄閣 ）の保存に関する要 現存 重要文化財 移築保存

1994年07月20日 現石川県庁舎の保存 に関する要望書 現存 登録有形文化財
1994年10月19日 神奈川県立図書館 ならびに音楽堂の保存 ・活用に関する要望書 現存
1995年03月17日 兵庫県南部地震 により破損した歴史的建造物の修復 ・保存に関する要望書

1995年04月27日 鹿児島県指定文化財西田橋の現地保存 に関する要望書 現存 鹿児島県指定有形文化財 移設
1995年05月26日 海岸ビル保存に関する要望書 解体 登録有形文化財 復元保存

1997年01月30日 丸の内ビルディングの保存に関する要望書 解体
1997年03月24日 東京都復興記念館の保存 に関する要望書 現存 都・選定歴史的建造物
1997年10月22日 誠之堂・清風亭の保存に関する要望書 現存 重要文化財 移築保存（深谷市）

1998年05月01日 旧吉田五十八邸の保存 に関する要望書 現存
1998年05月18日 東京三菱銀行横浜中央支店 ビルの保存に関する要望書 解体 一部復元
1998年07月27日 日本工業倶楽部会館の保存 に関する要望書 改修 一部改修保存
1998年09月14日 第一勧業銀行京都支店の保存 に関する要望書 解体
1998年10月21日 東京三菱銀行京都支店の保存 に関する要望書 現存 未定 有 2004年06月16日
1998年10月22日 第一勧業銀行京都支店 ならびに東京三菱銀行京都支店の保存 に関する要望書 現存 未定

1998年12月18日 旧日本勧業銀行熊本支店の保存 に関する要望書 現存 登録有形文化財

2000年02月01日 旧下関郵便局電話課事務室の保存活用 についての要望書 現存 第一別館として使用
2000年02月03日 第一勧業銀行碑文谷総合 グラウンド内における「旧日本勧業銀行本店別棟 」お

よび「旧クラブハウス」の保存活用に関する要望書
碑文谷
→解体

放置され一部物置として使
用→一帯売却し公園へ

2000年05月23日 交詢社ビルディングの保存・活用に関する要望書 解体 一部保存（ファサード）
2000年07月11日 同潤会青山アパートメントハウスの保存活用に関する要望書 解体
2000年10月17日 そごう百貨店大阪店の保存 に関する要望書 現存 未定
2000年11月06日 「旧歩兵第三聯隊兵舎 (東京大学生産技術研究所 ・東京大学物性研究所 )」の保

存再生に関する要望書
2000年12月25日 富士銀行横浜支店 ビル保存に関する要望書 現存
2001年01月16日 ＪＲ奈良駅舎の保存 に関する要望書 解体 一部移設
2001年07月25日 旧中央三井信託銀行 ビル（旧名古屋銀行本店 ）の保存に関する要望書 解体 移築(明治村)

2001年11月20日 旧横須賀製鉄所副首長官舎 （ティボディエ邸）の保存・活用に関する要望書 解体 移築・復元

2001年11月28日 旧同潤会大塚女子 アパートメントハウスの保存・再生に関する要望書 解体 有 2006年01月16日
2002年02月25日 旧井上房一郎邸の保存 に関する要望書 現存 高崎市指定

都市景観重要建築物
2001年10月24日 波佐見町中央小学校講堂兼公会堂の保存 に関する要望書 現存
2001年12月14日 豊郷小学校校舎の保存 に関する要望書 現存
2002年09月17日 旧陸上自衛隊十条駐屯地 ２７５号棟の保存・活用に関する要望書 現存 保存活用を検討中
2002年09月13日 旧三井守之助大磯別荘の保存 ・活用に関する要望書 解体
2002年07月31日 旧井桁屋ビルの保存に関する要望書 現存
2002年12月18日 東京工業大学水力実験室の保存 に関する要望書 解体 土壌汚染・躯体の水銀汚染 有 2003年02月05日
2003年01月28日 豊郷小学校校舎の保存活用 に関する要望書 現存
2003年05月12日 国際文化会館の保存活用 に関する要望書 現存 登録有形文化財 登録有形文化財 有 2004年07月09日

2005年03月15日 日土小学校校舎の保存 ・再生要望書 現存 保存改修案がでている
2005年03月16日 三信ビルディングの保存に関する要望書 解体
2005年08月03日 ダイビル（旧大阪ビルディング）の保存に関する要望書 解体決定
2005年07月26日 東京中央郵便局庁舎 ・大阪中央郵便局庁舎保存要望書
2005年12月26日 三井上高井戸運動場 クラブハウスの保存に関する要望書 解体決定 移設・再生 有 2006年05月26日
2006年03月31日 文化学院本館の保存 に関する要望書 解体決定 耐震強度の問題 より 有 2006年03月31日
2006年04月18日 歌舞伎座の保存 に関する要望書 解体決定 登録有形文化財 耐震強度の問題 より
2006年05月26日 東京中央郵便局庁舎 ・大阪中央郵便局庁舎の保存要望書
2006年07月04日 関東大震災復興事業の記念碑 としての元町公園および旧元町小学校の保存に

関する要望書
解体決定 有 2006年07月13日

2006年07月26日 中銀カプセルタワー保存要望書 現存 カプセル交換による保存か、
もしくは解体か検討中   

表２ これまでに建築学会が提出した保存要望書一覧表(1962年～2006年)



 


